
8 配偶者からの暴力の防止及び被害者巾保謝＝関する法律施行籠  

の状況について   



配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護   

に関する法律施行後の状況について  

婦人相談所及び婦人相談員による相談  

0 婦人相談所等における夫等の暴力の相談件数は年々増加。  

夫等の暴力の相談件数及び相談全体に占める割合〔来所相談）  （件数〕  
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平成1ヨ年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成1丁年度  

〔厚生労働省家庭福祉課調べ〕   



婦人相談所による一時保護  

0 婦人相談所により、一時保護された女性及び同伴家族の勒をみると、平成1ヨ  
年度から平成14年度にかけて大幅に増加L、その後は微増減の傾向。  

0 主訴別内訳をみると、夫等の暴力を入所理由とするものの割合が6割山了割と  
吉〈なっている。  

ロ 要保護女性の平均在所日数は14．9日く平成1丁年度）  
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 同伴する家族  

ニコ琵琶喜慧暴力  
を理由とする者〕   

平成1ヨ年度 平成14年鹿 平成15年鹿 平成18年庄 平成1丁年鹿  

注1〕未等印暴力を入所理由とする昔の割合。  



」型選害者の一時保護委託  
」＿  

0 平成14年度に一時保護委託制度を創設。  

0 平成1丁年直における一時保護委託人数は、ヨ．0了ヨ人〔被害女性1，35了人、  

同伴家族1，了16人）、平均在所日数14．了日となっている。  

0 一時保護の委託契約施設については、平成1日年4月1日現在で229施設。  

＿ ヒ」＿ －＿V．＿ L ＿ ユ1＿1′二、J  

DV法第ヨ尭第4項に基づく一時保護巾委託契約施設数亡平成18年4月1日現在〕  

婦人保護  
児童董謹．  

施設匡  
民間団体  施設  

障害児看  
救護施謹   モの他   

分   支援施設  
施設   

施設  
合 計   

施設  
乳児院  
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注「〕〔）内【ま、平成1丁年3月1日現在   



厚生労働行政におけるDV被害者の自立支援の取組について  

婦人相談員 全国⊆和4⊥〔平成1丁年度）   

相吉衆 力ウンセリンゲ情報提供  

婦人相談所 全国4了ケ所  
（配偶者暴力相談支提センター〕   

相談．カウンセリング 情報提供  
一時保言引民間シェルター等への妻託を含む〕  

同伴児童へ巾対応  

婦人保護施設へⅢ入所 等  

婦人保護  

施設  

生活玉堤  

心理的ケア  

自立支援  

福祉事務所（もLくは市町村〕   

生活保護 母子生活支持施設入所  

保育所入所 子育て短期支援事業  

母子寮痘等日常生活支援事業  

児童扶養手当皿支給 等  

母子生活  

支援施設  

生活支援  

子育て玉堤  

心理的ケア  

自立五指  

母子家庭等就業・自立支援センター   
職業柑岩帥、ら就業主擢講習会の実施、就業情報提供等  

公共職業安定所いlローワ一別   

就業掛凱特にマザーズ／ヽローワ一別二おける一貫Lた就職支援等  

児童相談所   
心理的虐待等を受けた子どもへの心理的ケア、子育て相談等   



人身取引対策・行動計画 く抄）  

平成16年12月了日  

く三〕・シェルターの提供  

□婦人柑試所等の活用  

各都道府県に設置きれている婦人相識所において．召籍．年齢を問わず、各般田   
問題喜抱えた女性に討L、相試・医師の静療を行うとともに、必要がある場合には．   
付報する一時保護所において．被害者円状況に応じ適切に保護を行う止被害者が児   

童二亡ある場合は、必要に応じて党皇埋認許と直捏＿Lて連盟旦支援ロH昔置を講ずる。   
卑捷とも人身：取引被害者保護曲ために掃⊥相談所等巾活用を図る。  

ロ民間シェルター等への一時保護委託   

．コV禎．害者に対Lて実施する民間シェルター等への【時保護軍託について．従来   

の実績、所在地の軸・匡性等から．より適切な保護が見込まれる場合等に．その対象   

を人身取引被害者に拡大するu・〔平成1丁年度より予算措置〕   

H＝：カウンセリング・相談活動等の栗施  

0人身取引被害者の支援に関する態勢の整備  
人身取引被害者が法的な杜眉宇段を利用するための情報を取得すること車容易に   

するための態勢の充実を国る。  

0就鯖可能な在冒資格を有する人身取引被害者に対する畔業相談等  
我が国におLlて就労可能な在留資植享有Lており、支援が必要であると認めら九   

る人身取引被害者も含め、職業相談等を栗施する。  

ロ婦人相談所｛・巾心理療法担当職邑心配置等  

人身取引被害者が心理的被害を葺けている場告には、婦人相談所一時保護所に配   

置されている心理療法担当畔員を活用L、カウンセリング等によ計援助吉行う。カ   
ウエノセリンヴ、相談等を行う仁当たっては、必要に応じて通訳を確保する。また、   

婦⊥相談所に置かれた医師巾詩境にカロえ、状況に応じて、無料低額．諺療事業を行う   

医療機関喜始めとする周辺瓜病院．利用可能な諸制度等について情報提供等の支援   

を行う。   

〔4．〉 交番等に富匡け込んだ植害者田取扱い  

0婦人相談所における保護  

外国人女性等が人身取引被害者であると吾丑められる場合には、警察からの要請を受け、   

婦人相談所において、できる限り人身取引被害者を受け入れ、また民間シェルターと連   

携を国り、被害者椚適切な保護に努める。また、当誼外国人女性等の国稿国の大使館又   

は臼事館に状況を適格する。   

〔6）禎．害者の安全の確保  

0婦人相談所における夜間警備の実施  

婦人相岩艶前に警備員爪配置等を行Ll、夜間の警備体制を整備するとともに、警察   

署等関係樺関と巾連携により、被害女性の安全を確保する。  

〔了）  

－1ニヨ7－   



人身取弓l被害者支援曲流れと膜‖系機関との遥携について  

〔帰国直帯望する被害音への重‡窯匡中心に〕  

耶 警察、入管局、大使館等打らの人身朋引禎■害者の保喜葉栗請  

」＝コー  

置・保護毎要請した関係機関打ら、裾害者の状況車間き取る  

＿」：＝1＿  

岳＝・被害壱の畳け入n体制の嘩傾＝〔一時憬言葉委託先との調整在亡〕  

」：＝1＿  

晩 通訳者の確保〔民間団体等との連携〕  

千†訴もLくけ  

捜査t出力を希  

望す右端合  

l・  

神  

聖票・揮票亡の  

連携   

在皆瞥摘・がな  

L・1場合など  

1、  

・服  

地方入国管理  

局との連携  

パ1ポ1－llが  

なt・、堵廿など  

J・  

鮒  

大†．垂芭官・領事  

陀亡（口達携  

帰日王］薫を希  

望する堵廿  

1  

鞭  

10M匡l際揮  

庄機関等王目事  

重吉所亡亡口達轄  

・こは 帰 国  

■■■■…■■…■■■■■■■■…■h■F■■■■■■■■■■■…■■…■■■■  

帰国憧の社岩層順・自立蓋提  
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耳ン 警察署や入国管理局、大使鰐葺から、鰐人昭吾埋所に保護巾要請の連緯がÅった品乱   

裾一報では保譜の受け入れ価可弛性琶確喜召する環告げ罫く、講醐な情報が得られ頂い   

こと已あ毒。凱慣速報の官巽中、重け入れ準備に必要騒情報喜相手先に伝ぇておく。．  

昏 「人身取引禍害壱の保護に閲す古関1系機関廿ら凸聞幸田り票」啓参篭に、保護琶要   

請した機関担当者計ら．被害者爪真備事項、人身取引打状況、裾害音巾状況、開博偲   

閲屯関与など具惇的に確認する。  

辞 被害者の竜人体制瓜準備に禿たコては、連棺車重けた婦人相識所は必要に暗じ一時   

・■某講童話先や他郡道府県婦人相識所との達把調整室行う。〔事前の申し合ゎせ力唱和〕  

疎 被害者の母国語打確認できた時点で、契約してい古通訳者や荒闇団体等に通訳依頼   

・乃至講宣行う。夜間等で通訳者の来所郷国難な場合は、電話での通訳巷依幸男し、事前   

■こ被害者への質問事項世説明事項を‡］■ら合口せておく。  

缶・被害竜田一時保護宅しくほ一時保講童話の間把にあたってlよ 被害百Ⅲこれまで置   

廿れた環境や生活状混を事儲に理明した上で、婦人相談所等に記‖丁る生活中玉津の内   

宮、閏儒機関力、ら支援車重け古ことにコいて具体的に説明す董。被害毒血不要や疑問   

に対応し、被害壱が安全置や安心感膏持て古よう支援する。  

・昔 日常生活頂面では、偶の入所者との調整毎回古亡ともに、被害者の出身国の習慣中   

立化、価値観互知り、できる打ぎり尊重する千  

切 一時保護開始時、被害者の不安や希望をじっくりき＜健吾、帰国に向けて凸手続き   

やモの進捗状≡兄宣伝え五時、医療機関直垂辞す古時ににL 通訳者も同席でき竜よう確   

保可‾る＝  

訝 被害者に、健康上の玉堤在窒11らn壱こ亡直伝克、体調にコいて確認し、婦人相畠出   

所医師の話需軋 無柑堕弔辞療事業実距医療機関m重言割こコいて説明する。同行支援   

lこは、職員と亡右に、選喜尺壱モ揃引呈する。  

旬＝ ＝矧国語でのカウンセリングを行うこと打胞劉な偏岩間昔引こ、日常生活堤面において   

毒草や居室在ど裾害者血生法文化窪寺重し、ヰ安中不満に和して繰り返しr寧に関わ   

ること垂心訓丁看。  

・ヨ宜・入国管理局との壌偶においてr謀、裾害毒巾畠揮的・Jll．1三甲的員‡引こ帝大関配磋」た、   

手続きがで壷岳よう、握相調聖直行う．，  

両 大使甜や領事絶と胡謹撰ーこおいてl古、国によって拒害毒への関ゎり打異珪石ことに   

詔意L∴ 被害＃ぴこの間の不安や不乳 昂望車伝ぇらn雇ように連相調聖奇行う∪ 指   

lこ、旅行謝儀文書に関する調整は確実頓悟報Ⅳ得られるよう、握訳茜喜伴う机 もし   

くは日本人ユタツコとの連漬蚕密にする。  

ぜ： 被害者に10Mの帰国丑嬉・帰還績巾社芸頂帰壱揺にコいて情輔掛共し．希望すれ   

ほ■ただらに鞋R事諸所lこ連指す古亡  

世 祖害壱が詫諦を希望したり、捜査志力に画報した堤告．聖霊苫田事情聴取を受口古   

机 モ巾深lこは碩害吉の心弾剖憤堰悍早聞帰国吊望等に配宿し、連続する丁  

純 情凶茸の≒≡哲までの桔送について．関係概笥と調聖在hう。帰国後亡nlDMの出島   

国ユタッコ草出鼻国岨田村準備す竜社芸復帰玉撞や白正室牒コログラムについて、嘘   

害苗に情報撞供されていることが望ましいL、  

一1：・ごt〕－   



1 婦人相談所における保護の状況  

0相誹等における通訳の確保  

○心埋療法担当職具によるカウンセリング  
0医師による診察  

平成13年度1人（タイ人1人）  

平成14年度 2人（タイ人2人）  

平成15年度 6人（タイ人3人・フィリヒ○ン人3人）  

平成16年度24人（タイ15人・台湾4人・インドネシア3人・韓国1人・コロンビア1人）  

平成17年度112人（フィリピン59人・インドネシア40人・台湾6人・タイ人4人・中国2人  

韓国1人）  

0都道府県別保護実績  
愛知県  37人  
東京都 13人  
栃木県   4人  

茨城県・群馬県・  

長野県 20人  秋田県18人  千葉県 18人  
島根県12人  広島県 ＊6人  福岡県   6人  

神奈川県4人   岐阜県 4人  徳島県   3人  

新潟県・大阪府■鹿児島県・沖縄県 各1人  
＊6人とも島根県より移管のため合計には算入せず  

○平均保護日数17．⊥1旦  145人   H18．3月末現在  

2 民間シェルター等への一時保護委託  

○一時保護委託の実施  

人身取引被害者の保護促進の新たな対応として、平成17年度より  
婦人相談所からの委託により、民間シェルター、 婦人保護施設等に  

おいて、人身取引被害者の一時保護を実施している。   

平成17年4月1日～平成18年3月31日までに52人の一時保護委託を実施   

内訳 母子生活支援施設16人・婦人保護施設25人  
／民間シェルター11人  

－130一   



（参考）  

児童相談所における人身取引被害者の一時保護の状況（平成17年度）  

都道府県  相談経路  国籍  年齢  一時保護の期間   その他 被害者の状況   

帰国希望  
ト‖7．7．21－11．4母子生活支援施設に  

警察   
口  愛知県  

107日間  
フィリピン   

IOM職員が本国までエスコート、帰国   

帰国希望  

Hけ8．31～10．1母子生活支援施設に  
一 

警察   
2  愛知県  フィリピン   

32日間  （H17．10．1～H18．1．24までは婦人相談所  
18  

IOM職員が本国までエスコート、帰国   

帰国希望  

H17．8．31′・′H18．1．24母子生…舌支援施  

警察   
託  

3  愛知県  
147日間  

フィリピン  16  
IOM職員が本国までエスコート、帰国   

帰国希望  

4  名古屋市  入管局  フィリピン  16   
H17．11．11～H17．12．1一時保護  

21日間  IOMの帰国支援を受け、入国管理局、  
（H17．11．11～  

IOM職員が空港まで移送、帰国   
H17．12．1）  

5  名古屋市  入管局  フィリピン  17   

帰国希望  
H17．12．1～一時保護していたが、  

27日間  
Hl了．12．9～12．2了自立援助ホームに委  

6  名古屋市  入管局  フィリピン  17    （H17．12．1～12．27）  託  

IOMの帰国支援を受け、入国管理局が  
空港まで移送、帰国   

ー131－   




